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「おたすけカゴヤ」の取り組み



１．滋賀県日野町と地域の公共交通
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滋賀県日野町の概要①

町の東部には鈴鹿山脈があり、町
のシンボルの綿向山がそびえる

鉄道など公共交通は不便

一方で、車があれば、比較的便利
な地域でもある

農村と旧の市街地（町場）が多い

一方で、新興住宅地もあり、

アパートもある

近所同士のつながり、支え合いは、
まだまだ残っている

町の花
ホンシャクナゲ
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滋賀県日野町の概要②

戦国時代には、蒲生氏郷（松阪市、会津若松市の礎を
築く）を輩出

江戸時代には、近江日野商人を多数輩出

毎年５月３日には、馬見岡綿向神社で日野祭を開催

人口 ２１，０３１人（令和４年１０月１日現在）

高齢者数 ６，５４０人（令和４年１０月１日現在）

（うち後期高齢者人口は、３，４２９人）

・高齢化率 ３１．１０％（令和４年１０月１日現在）

※農村部と旧の市街地で高齢化率が高い
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日野町の地域公共交通
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自由に移動できる地域＝暮らしやすく健康な地域？
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「わたむき自動車プロジェクト」
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❝誰もが移動できる❞ ❝行きたいところに行ける❞ 日野町を目指して
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２．東桜谷地区とおしゃべり会
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東桜谷地区の概要

日野町の北東部に位置する農村地域

町営路線バスは走っているものの本数は、少なくダイヤも不便。
バス停までも距離がある

人口 １，３６９人（令和４年１０月１日現在）

高齢者数 ６２６人（令和４年１０月１日現在）

（うち後期高齢者人口は、３５７人）

高齢化率 ４５．７％（令和４年１０月１日現在）

東桜谷地区
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「東桜谷おしゃべり会」の概要
令和元年５月８日に設立
目的…住み慣れた地域における支え合い活動等を推進することによ
り、いつまでも生き生きと暮らし続けることができる東桜谷地区を
創ること
会員…１８名（令和４年１０月１日現在）
※このほかに移動支援に協力いただける運転ボランティアさん

（１９名）と食事会に協力いただけるボランティアさん（６名）
あり（会員１８名との重複あり）

活動内容…移動支援「おたすけカゴヤ」
食事会「おしゃべり食堂」
地域づくりや支え合いについての話し合い
「おしゃべり会」
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「東桜谷おしゃべり会」立ち上げの経緯

平成２９年５月…町社会福祉協議会から「地域づくり・まち
づくり」モデル事業の相談をうける

『まずは、みんなで勉強しよう！』

⇒東桜谷地区社会福祉協議会と東桜谷地区人権啓発推進協議会

が中心となって、講演会・研修会

を企画・実施
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平成２９年９月４日… 「米原市大野木長寿村まちづくり会社」
視察研修

平成２９年６月１５日… 「ふれ愛・ささえ愛・つなぎ愛」

研修会（さわやか福祉財団インストラクター:村田美穂子先生）

13



「おしゃべり会」の開催

平成２９年１１月１６日…講演会・研修会の参加者から、

特に地域の課題を感じ、意欲を持った有志が集まり、

みんなで話し合う場として第1回「おしゃべり会」を開催

「おしゃべり会」は、おおむね月に１回開催

「おしゃべり会」の基本ルール

・東桜谷地域全体のことを話し合いましょう

・地域の宝物に気づき、共有しましょう

・困りごとを抱えている誰かの声をキャッチし、何ができる

のかを考えましょう

・新しく何かを始めるときは、みんなで応援しましょう
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「おしゃべり会」の話し合い

「おしゃべり会」の有志のメンバーから様々な声！

移動支援、見守り、近所での支え合い、声かけ、子ども、防
災、サロン、食事会などなど

話し合いは、行ったり来たり

（２歩進んで、１歩下がる？）

その中から、「移動支援」「食事会」の２つの活動に取り組み
たいという意欲が高まってきた

以降、「移動支援」「食事会」を中心に何度も話し合い
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「東桜谷おしゃべり会」設立総会
令和元年５月８日

その後、さらに
何度も話し合いを重ねて・・・
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３．「おたすけカゴヤ」の取り組み
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東桜谷移動支援事業「おたすけカゴヤ」の概要

送迎の範囲…東桜谷地区から原則日野町内まで

料金…片道３００円（乗降前後の介助・付き添い費）

使用する車…運転ボランティア自身の自家用車を利用

送迎の目的…役場、医療機関、商業施設、金融機関、日野駅

など

送迎の日時…原則月曜日～金曜日、

概ね午前８時００分～午後５時００分

対象者…高齢者等
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東桜谷移動支援事業「おたすけカゴヤ」
立ち上げの経緯

平成３０年６月９日… 「ふれ愛・ささえ愛・つなぎ愛」

研修会（関西STS連絡会：柿久保先生）

◎移送支援サービスについて
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平成３０年７月１９日… 「あいとうふくしモール」

視察研修（ほんなら堂の移動支援事業などを研修）

平成３０年９月６日… 「たすけあい高島」視察研修

（朽木外出サポート隊の取り組みを研修）

平成３０年７月１９日
「あいとうふくしモール」視察研修

平成３０年９月６日
「たすけあい高島」視察研修
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「移動支援分科会」での話し合い

東桜谷地区は高齢者が多く、買い物や通院に不便を感
じている方がおられる。それらのことから「おしゃべ
り会」の中で「移動支援」の話が出てきた

⇒おしゃべり会の中に「移動支援分科会」を新たに設
置し、話し合いを継続

以降月に１回のペースで、「移動支援分科会」

を開催し、話し合いを実施
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立ち上げにあたっての課題等について話し合い
事故にあったらどうしよう？
⇒運転講習を実施し、安全の技術・意識を高めよう
事故の時の保険はどうなる？
⇒自賠責・任意保険しかない＋社会福祉協議会の保険にも加入する
車はどうする？ ⇒まずは、乗り慣れた自家用車を使おう
誰を送迎する？
⇒ヘルパーによる介助が必要な人までは送迎できない。玄関までは

自分自身で出てこられる人を送迎しよう（無理はしない）
どこまで送迎する？
⇒町内？町外？まずは、町内にしておこう（対応できる場合は、

町外も対応しよう）
◎課題を１つずつ検討し、不安を解消！勇気ある一歩を踏み出そう！
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「おたすけカゴヤ」の立ち上げ

令和元年５月１５日…鳥居平での運転ボランティア勉強会

令和元年５月１９日…運転ボランティア講習

（関西STS連絡会：柿久保先生）

令和元年６月１２日…運転ボランティア講習（鳥居平会議所）

令和元年５月１９日
運転ボランティア講習

令和元年６月１２日
運転ボランティア講習
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「おたすけカゴヤ」出発式

令和元年７月４日…鳥居平会議所で出発式を開催
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新聞などでも報道

↑ 新日野新聞（令和元年７月５日）

ヒノメイト（令和元年７月６日）→
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運転ボランティア・利用登録者の状況
（東桜谷地区）

運転ボランティア講習修了者・・・２２名

運転ボランティア登録者・・・１９名

利用登録者・・・３０名
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東桜谷移動支援事業「おたすけカゴヤ」の利用状況
（令和元年度５８人、令和２年度１４５人、令和３年度９１人

令和４年度１０５人）
（人）
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日野町内の別地区でも活動が開始！
日野地区の小井口YK倶楽部からも、取り組みたいという声！

おしゃべり会：麻原が講師になって、地域で座談会を開催

（おしゃべり会：麻原＋社協職員＋町の職員で参加）

その後、小井口YK倶楽部と社協、町でルールを検討

おしゃべり会：麻原が講師となって、令和２年２月に運転講習を開催
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令和２年４月３日に出発式を開催し、「おたすけカゴヤ」をスタート

運転ボランティア１７名、利用登録者８名

利用者は、月あたり５～１０名

その他の地域からも、検討をはじめたいという声！

小井口YK倶楽部「おたすけカゴヤ」をスタート
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町内の商店から、とても嬉しい申し出！
「おたすけカゴヤ」への支援がスタート！

町内のケーキ屋さんから、

ありがたい支援の申し出！

令和２年１２月から利用者、

運転ボランティアに対し、

５パーセント割引を開始！

支援の輪の広がりにも期待！
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取り組んで見えてきた課題・今後の課題①
買い物は、１週間前の予約は難しい

病院の場合、待ち時間が読みにくい

万が一、事故にあった場合の個人の任意保険の保険料の上昇を
どうしよう？

⇒町の補助制度の拡充で

運転ボランティアの心配を緩和
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新型コロナウィルスワクチン
接種会場へも移動支援を実施



取り組んで見えてきた課題・今後の課題②
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運転ボランティアのいない集落など、東桜谷地区全体に、

また、日野町内にどのように広げるか？

⇒まずは、困っておられる方を送迎！

共感した地域の皆さんが運転ボランティアに！

※さらなるボランティアの広がりには、補助制度の充実も必要

介護認定を受けておられる方をどこまで支援できるか？

⇒ケアマネジャー・包括支援センターと

相談しながら、できる範囲で支援

（どこまで支援できるか？は悩みどころ）



４．移動支援への補助制度の内容
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移動支援への補助制度の内容

日野町移動支援事業補助金（訪問型サービスD＋町単独事業）

◎おしゃべり会の話し合いの中で、「移動支援が必要かどうかが大切」

「要支援者かどうかで、分け隔てできない」という協議結果になった

ことから、要支援者以外の送迎に対しても補助を実施

事業概要 補助金額

移動支援に係る付添い支援等（乗車前または乗
車後の屋内外における移動の付添い・介助等）
の実施に要する人件費、報償費、消耗品費、通
信費、保険料その他町長が必要と認める経費

(1)要支援者等 利用者1人につき1
日当たり150円

(2)要支援者等以外の高齢者等 利
用者1人につき1日当たり130円

移動支援に要する自家用自動車の任意保険料 従事者1人につき1日当たり200円
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